




Potential of Aquaculture Business in Niigata Prefecture:  
Case Studies of Myoko Snow Shrimp and Salmon of Murakami 
 




















養殖による生産量の割合をみると、1992 年の 30％から 2012 年には、生産量の過半数を超えて 56％に
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株式会社アイ・エム・ティー（International Mariculture Technology Co.：以下 IMT）は、「陸上
養殖」の研究開発、技術の向上、改良を行うために１９９７年に創設された。同社は、屋内養殖を目
的とした屋内型エビ生産システム（Indoor Shrimp Production System：ISPS）を開発した。同システ
ムを実際に導入したのは、新潟県の企業であった。まず、「妙高市から 2005 年にプランと誘致の打診
を受けた」８。このシステムの実用性を実証するために、2006 年 10 月 2 日に新潟県妙高市の建設業で
ある岡田土建工業株式会社が筆頭株主となって、IMT 他２社との共同出資により 6,000 万円の資本金
で設立されたのが、妙高雪国水産株式会社（以下妙高雪国水産）であった。妙高雪国水産は、世界で
初めての「閉鎖循環方式による屋内型エビ生産システム」によって、2007 年 9 月から養殖を開始し、

























































































































放映された。さらに、2014 年 8 月 28 日の BS ジャパン と 8 月 30 日の日経 CNBC でも再放送されるほ



















































メスの鮭の腹を切り開いて採卵（約 3 千粒／1尾）したものに、オス 3 尾の精子を絞り出し
すばやく混ぜあわせる。 



















ころから始まる。体長 5～6 センチ、体重 1～1.5 グラムに成長したところで、川の水温が 7
～10 度、沿岸海水温で 10～13 度の時期を選んで放流することとなる。 
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